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尿路感 染症 に対 す るCS-807の 臨床 的検 討

岸 洋一 ・朝蔭裕之 ・富永登志 ・新島端夫

東京大学医学部泌尿器科学教室

尿路感染症 に対 し,新 経ロセファロスポ リン系薬剤CS-807を 投与 し,臨 床的検討 を行 った。急

性単純性膀胱炎に対 しては1回100mg1日2回3日 間投与 を原則 とした。UTI薬 剤評価基 準に合

致したのは8例 中4例 で,い ずれ も著効であった。複雑性尿 路感染症に対 しては1回100mgま たは

200mgを1日2回5～7日 間投与 を原則 とした。11例 中10例 がUTI基 準 で評価 し得たが,著 効5

例,無 効5例 で,総 合有効率は50%で あった。 また副作用 として1例 に胸や けを,臨 床検査値異

常 として1例 にGOTお よびGPTの 軽度 の上昇 を認 めた。以上 よ り本剤は安全で,尿 路感染症

に対し,有 用な薬剤 と考 えられた。

CS-807は 新 しく開 発 され た 経 口用 セ フ ァロ ス ポ リン

系抗生剤 であ る。Fig.1に 示 すR-3763の4位 カ ル ボ ン

酸に,イ ソプ ロポキ シカル ポニ ル オ キ シエチ ル を結 合 さ

せ,経 口吸収性 を高 め た薬剤 で,経 口 投与 を行 う と,主

に腸管壁 のエス テラー ゼに よ り加 水 分解 され,活 性 なR

-3763と して血 中に入 る
。R-3763は グ ラ ム陽性,陰 性 菌

に広 い抗 菌 スペ ク トル を 有 し、β-iactamaseに 安 定 で

ある。また血中 のR-3763は 尿 中 に 大半 が排 泄 され る こ

とより,尿 路感 染症 に対 し,治 療 効 果 が期 待 され る。

Fig. 1 Chemical structure of CS-807 and R-3763
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そこで今回,三 共株式会社 よ り本剤の提供 を受け,尿

路感染症患者に投与 し,そ の有効性 および安全性につい

て検討 したので報告する。

1.対 象 お よび方法

1985年10月 より1986年12月 までに東京大学医学部付

属病院泌尿器科を受診 した尿路感染症患者を対象 とした。

対 象症例 は急性 単純性 膀胱 炎8例,複 雑性尿路感 染症

11例,計19例 であった。前者は22～83歳 の女性 であ り,

後 者 は男性6例,女 性5例 で年齢 分布 は32～77歳 で

あった。

薬剤投与方法 は急性単純 性膀胱炎 については1回100

mg,1日2回 とし,投 与 日数 は1例 を除い て3日 間で

あった。複雑性尿路感染症では1回100mg1日2回 が6

例,1回200mg1日2回4例,1回200mg1日3回 が1

例で,投 与 日数 は5～7日 間であ った。

臨床効果の判定は主治医 およびUTI研 究会薬効評価

基準1)に準 じて行 った。

副作用の検討 は全例 について行い,投 与開始か ら終了

までの自他覚的副 乍用の有無 を観察 した。血液検査の可

能 で あった症例 に は血 算,血 液 生化 学(肝 機 能 腎機

能)に ついて検討 した。

また本剤投与 に際 しては患者の同意 を得ることとした。

II.成 績

急性単純性膀胱炎8例 の臨床成績 をTable 1に 示 し

た。8例 のうち,UTI薬 効評価基準の患者条件 に適合

している症例 は4例 で,細 菌尿 膿尿,排 尿痛の3項 目

を指標 とし,UTI薬 効評価基準 にて総合臨床効果 を ま



728 CHEMOTHERAPY MAV,1988

Table I Clinical summary of acute uncomplicated cystitis cases treated with CS-807

*Inoculum size 106 cells/ml

Table 2 Overall clinical efficacy of CS-807 in acute simple cystitis

とめたのがTable 2で ある。4例 とも細菌尿の陰 性化,

膿尿の正常化,排 尿痛の消失がみ ら礼 著効 であ り,総

合有効率 は100%で あった。主治医判定 は8例 に行 い,

著効6例 有 効1例,や や有効1例 で,有 効 率 は87.

5%で あった。起炎菌 は6株 で,Ecoliが5株,P.

mimbilisが1株 で,す べて投与後消失 した.な お投与

後出現菌はみられなか った。



VOL.36 S-1 CHEMOTHERAPY 729

Table 3 Clinical summary of complicated UTI cases treated with CS.807

複雑性尿路感染症11例 の臨床成績 をTable3に 示 し

た。基礎疾患として水腎症が3例,神 経因性膀胱2例,

腎結石2{外 子宮癌2{死 前立腺肥大症 尿道狭窄各1

例ずつであった。 また,UTI薬 効評価基準 に合致 し,

それを群別にしたがって分類 し,総 合臨床効果 をまとめ

たのがTable 4で ある。 いずれ もカテーテル非留置例

であり,単 独感染が8例,複 数菌感染が2例 であった。

その内訳は第3群(上 部尿路感染症)5例,第4群(下 部

尿路感染症)2例,第6群(カ テーテル非留置,複 数菌

感染)2例 であった。単独感染,複 数菌感染 ともに半数

が著効,半 数が無効 であ り,総 合有 効率 は50%で あっ

た。次にこの10例 の膿尿 と細菌尿 に関 して本剤 の効 果

を検討したのがTable 5で ある。膿尿 についてみる と,

5例が正常化 し,5例 が不変,細 菌尿 では5例 が陰性化

し,4例 が存続 し,1例 が菌交代 した。 この10例 の起

炎菌の細菌学的効果 を検討 する と,Table 6に 示 すよ

うに 総 分 離 菌 株 数 は13株 で あ り,そ の 内 訳 はE

faecalis 4株,P.aeruginosa 3株,coag(-)Sta-

phylococcus sp, S. aureus, E. coli, K. pneumoniae,

Enterobacter sp,C.freundii 1株 であった。消失率は

61.5%(13株 中8株)で あった が,P.aerruginosaで3

株,E.faecalisとC.freundii各1株 が存続 した。投

与後 出現菌はT.glabrata 1株 であった。

なお投与終 了後,主 治医判定 を行 った症例 は11例 で,

著 効6例,有 効1例,無 効4例 で有 効 率 は63.6%で

あった。

本剤 による自他覚的副作用 として,複 雑性尿路感染症

1例(症 例14)で,投 与翌 日か ら胸や け を認 めたが,軽

度で投薬 を中止するほどではな く,投 与終了日に消失 し

た。
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Table 4 Overall clinical efficacy of CS.807 clanified by type of infection

Table 5 Overall clinical efficacy of CS-807 in complicated UTI
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臨床検 査の 測定 の 可 能 で あった10例 の 測 定 値 を

Tabie 7に示 した。10例 中投与後 異常 を示 したの は1

例(症例14)で,GOT 29→53U/1,GPT35→54U/1と

軽度上昇し,本 剤 との関係が疑われ たが,そ の後の追跡

調査は行えなかった。

Table 6 Bacteriological response to  CS-807 in
complicated UTI

IIl.考 察

CS-807は 従来の経 口用セフェム剤 と異な り,各 種 β

-lactamaseに 安定で
,幅 広い抗菌スペ ク トラムを有 し

ている。抗菌スペ ク トラムか らみると,注 射用第三世代

セフェム剤に近いと言 える。そして本剤は経口吸収性が

よく,200mg投 与時(空 腹時)最 高血中濃度 は2.2μg/ml

で,血 中半減期は2.1時 間,尿 中回収率 は12時 間 までで

32%で ある2)。この ような抗菌力,体 内動態か ら尿路感

染症に対し,有 効な薬剤 と考 えられ る。今回の検討では

急性単純性膀胱炎ではUTI薬 効 評価基準の患者条件 に

合致した症例では全例著効であ り,こ れは本剤の特 性か

ら十分予想される結果 であった。CS-807の 新薬 シンポ

ジウム2)でも,急 性単純性膀胱 炎の著効率71.3%,紛 合

有効率99,1%と 極 めてよい成績 で あった。投 与量 は1

日200mgの 分2で あったが,単 純性 膀胱炎 ではこの量で

十分 と思われた。

複雑性尿路感染症でのUTI薬 効解価基単に よる今回

の成績ではその有効率が50%と 予想 より著干低 かった。

これは起炎菌がP.aeruginosaお よびE.faecalisの 症

例が1例 を除いて全例無効 となったため,こ の ような成

績 となった と考えられ る。新薬 シンポジウムの報告2)で

の複雑性尿路感 染症 での総 合有効 率は64.7%で あ り,

全国での成績 はかな りよ く,抗 菌力,抗 菌スペ ク トラム

が臨床 に反映 された もの と思われる。

また,今 回の症例の細 菌学的効果 をみると、最小発育

阻止濃 度(MIC)が3.13μg/ml以 下の菌はすべて消失 し、

MICが50μg/ml以 上の菌はすべて存続 した。 この よ う

にMIC値 が細菌学的効 果 と極めてよ く相関 したのが特

徴 であ った。

しか し本剤はP.aeruginosaやE.faecalisに 対す る

抗菌力が劣 っていることが,弱 点であ り,全 国での成績

で もP.aeruginosaの 消失率は10%ほ どであ り,こ の

点 を複雑性尿路感染症の治療 にあたって留意すべ きであ

ろう。

副作 用に関 しては,検 討 した19例 中1例 に胸や けを

認めたのみであった。新薬 シンポジウムの報告2)でも,

副作用の大部分は消化器症状で あ り,全 体 の発 現率 は

2.3%と 低率であ り,今 回の成績 を含めて考 えてみて も

安全性の高い薬剤 と考えられる。

以上の我々の成績,お よび新薬 シンポジウムの報告 よ

り,CS-807は 尿路感染症に対 し,有 用な薬剤 である と

判断 された。
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CS-807 IN URINARY TRACT INFECTIONS

HIROICHI KISHI, HIROYUKI ASAKAGE, TAKASHI TOMINAGA and TADAO NIIJIMA

Department of Urology, Faculty of Medicine, The University of Tokyo, Tokyo

CS-807, a new oral cephalosporin, was administered at a daily dose of 200•`600mg for 3•`7 days to

patients with urinary tract infections. According to the criteria proposed by the Japanese UTI committee, the

overall clinical efficacy rates in acute uncomplicated cystitis(4 cases) and complicated urinary tract in-

fections(10) were 100% and 50%, respectively.

As for side effect, heart burn in one case and slight elevation of GOT and GPT in another were observed.

CS-807 appears to be suitable and safe in the treatment urinary tract infections.


